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判
例
研
究
〕

使
用
窃
盗
と
不
法
領
得
の
意
思

1
所
有
者
の
意
に
反
す
る
自
動
車
の
乗
り
出
し
運
行
に
つ
き
不
法
領
得
の
意
思
を

　
欠
く
と
し
て
窃
盗
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
事
例
1

垣
　
　
口

克
　
　
彦

（
大
阪
高
裁
昭
和
四
八
年
ω
第
二
二
七
四
号
、
窃
盗
被
告
事
件
、
同
五
〇
年
一
〇
月
一
七
日
第
六
刑
事
部
判
決
（
確
定
）
、
原
審
大
阪
地
裁
（
昭
和
蝸

・
8
・
3
1
判
決
）
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
三
五
号
三
四
七
頁
以
下
。
）

　
　
【
事
件
の
概
要
】

　
運
送
会
杜
の
従
業
員
で
あ
る
自
動
車
運
転
手
ら
が
、
大
阪
か
ら
東
京
ま
で
の
間
を
往
復
し
よ
う
と
し
て
会
杜
の
営
業
用
の
貨
物
自
動
車
を
そ
の
意
に

反
し
て
乗
り
出
し
運
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
運
行
は
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
中
の
労
働
組
合
の
指
令
に
よ
り
親
会
杜
に
赴
い
て
賃
上
げ
要
求
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
示
威
の
た
め
で
あ
っ
た
。
原
判
決
は
、
そ
の
自
動
車
の
乗
り
出
し
運
行
の
行
為
を
窃
盗
罪
に
問
擬
し
た
が
、
そ
の
点
が
本
件
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
【
判
　
　
　
旨
】

　
「
被
告
人
甲
ら
の
本
件
自
動
車
の
乗
り
出
し
運
行
の
所
為
が
不
法
領
得
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
お
よ
そ
窃
盗
罪
の
成

立
に
必
要
な
不
法
領
得
の
意
思
と
は
、
権
利
者
を
排
除
し
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
同
様
に
そ
の
経
済
的
用
法
に
従
い
こ
れ
を
利
用
し
ま
た
は
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処
分
す
る
意
思
を
い
い
、
永
久
的
に
そ
の
物
の
経
済
的
利
益
を
保
持
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
と
さ
れ
（
最
高
裁
判
所
昭
和
二
六
年
㈹

第
三
四
七
号
同
年
七
月
二
二
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
刑
集
五
巻
八
号
一
四
三
七
頁
参
照
）
、
他
方
、
単
に
一
時
使
用
の
た
め
他
人
の
物
を
自
己
の
所
持

に
移
す
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
不
法
領
得
の
意
思
を
欠
き
い
わ
ゆ
る
使
用
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
大
審
院
大
正
八
年
㈹
第
二
八
一
五
号

向
九
年
二
月
四
日
判
決
・
刑
録
二
六
輯
二
七
頁
参
照
）
と
こ
ろ
、
使
用
窃
盗
が
不
可
罰
と
さ
れ
る
の
は
、
使
用
後
返
遺
の
意
思
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

使
用
が
一
時
的
で
あ
つ
て
所
有
権
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
本
権
の
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
に
よ
ら
な
い
場
合
に
眼
り
、
不
法
頒
得
の
意
思
が

な
い
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
動
車
な
ど
の
乗
物
の
使
用
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
　
一
般
的
に
は
短
時
問
、
短
距

離
の
使
用
に
限
つ
て
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
が
な
い
と
さ
れ
、
長
時
間
、
長
距
離
の
使
用
は
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
者
が
権
利
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
り
、
ま
た
平
常
は
権
利
者
か
ら
業
務
を
行
う
た
め
乗
物
の
占
有
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い

る
者
で
あ
る
な
ど
権
利
者
お
よ
び
乗
物
と
の
間
に
特
別
の
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
使
用
時
間
、
走
行
距
離
の
長
短
だ
け
で
な
く
、
右
の
よ
う
な
特

別
の
関
係
お
よ
び
そ
れ
と
当
該
使
用
と
の
関
連
性
な
ど
を
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
そ
の
使
用
が
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
つ
て
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
被
告
人
甲
ら
の
意
図
し
た
本
件
自
動
車
の
乗
り
出

し
運
行
は
、
大
阪
か
ら
東
京
ま
で
を
往
復
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
使
用
時
間
、
走
行
距
離
は
決
し
て
短
時
間
、
短
距
離
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
諸
事
情
、
す
な
わ
ち
、
被
告
人
甲
ら
は
い
ず
れ
も
会
杜
の
従
業
員
で
自
動
車
運
転
手
な
ど
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
本
件
当
時

そ
の
所
属
す
る
組
合
は
ス
ト
に
入
つ
て
い
た
こ
と
、
会
杜
側
は
組
合
の
ス
ト
の
た
め
大
阪
支
店
構
内
に
あ
つ
た
本
件
自
動
車
を
含
む
営
業
用
貨
物
自
動

車
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
い
状
態
に
あ
つ
た
こ
と
、
被
告
人
甲
ら
の
本
件
自
動
車
の
使
用
目
的
は
、
組
合
の
指
令
に
よ
り
親
会
杜
に
赴

い
て
賃
上
げ
要
求
を
す
る
に
あ
た
り
示
威
の
た
め
会
社
の
自
動
車
を
連
ら
ね
て
乗
り
付
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
自
動
車
は
平
常
は
東

京
・
大
阪
間
の
路
線
の
運
行
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
被
告
人
甲
ら
が
運
行
し
よ
う
と
し
た
区
間
は
右
路
線
内
で
あ
つ
て
、
そ
の
集
合

場
所
は
会
社
の
蒲
凹
営
業
所
、
行
先
き
は
東
京
の
親
会
杜
大
和
運
輸
本
杜
で
あ
つ
た
こ
と
、
組
合
は
あ
ら
か
じ
め
会
杜
側
に
対
し
、
各
支
店
、
営
業
所

か
ら
会
社
の
常
薬
用
貨
物
白
動
車
を
乗
り
出
し
て
大
和
運
輸
の
本
社
に
賃
上
げ
要
求
に
行
く
旨
を
通
告
し
て
い
た
こ
と
、
被
告
人
甲
ら
は
本
件
自
動
車

を
乗
り
出
し
て
運
行
中
、
組
合
の
指
令
に
よ
り
そ
の
運
行
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
会
社
の
静
岡
支
店
東
作
業
所
に
乗
り
入
れ
て
留
め
置
い
て

お
り
、
そ
の
粘
果
間
も
な
く
会
社
側
に
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
甲
ら
の
本
件
自
動
車
の
乗
り
出
し

運
行
は
、
会
社
の
意
思
に
反
し
、
そ
の
木
件
白
動
車
に
対
す
る
占
有
を
侵
害
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
ま
だ
会
社
の
所
有
権
を
完
全
に
排
除
す
る
意
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思
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
L

し
た
が
つ
て
、
右
所
為
は
、

不
法
頷
得
の
意
思
を
欠
く
た
め
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
も
の
と
い

　
　
【
問
題
の
所
在
】

　
窃
盗
事
件
に
お
い
て
、
可
罰
的
な
窃
盗
か
、
そ
れ
と
も
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
か
を
め
ぐ
っ
て
、
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
否
が
争
わ
れ

る
事
例
は
多
数
存
在
す
る
。
　
「
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思
」
は
、
判
例
に
お
い
て
し
ば
し
ば
問
題
と
な
り
、
学
説
も
、
そ
れ
に
対

応
し
つ
つ
、
間
趨
の
解
決
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
使
用
窃
盗
（
｛
貢
言
目
易
易
一
①
g
8
；
臣
昌
g
g
與
巨
）
は
、
一
つ
の
困
難

な
問
題
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
も
十
分
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
古
く
し

て
新
し
い
間
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
判
決
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
、
不
法
頒
得
の
意
思
の
存
否
の
判
断
に
つ
い
て
、
新
た

な
、
興
味
あ
る
事
例
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
本
判
決
を
判
例
研
究
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
意
義
が
存
す

る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
や
や
詳
細
に
本
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
【
研
　
　
　
究
】

　
一
　
窃
盗
罪
の
成
立
に
は
、
　
そ
の
主
観
的
側
而
と
し
て
、
故
意
の
ほ
か
に
、
不
法
領
得
の
意
思
（
＞
茅
ざ
葦
　
冨
皇
房
至
岸
骨
o
『

ぎ
①
骨
書
轟
）
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
が
、
わ
が
国
の
通
説
・
判
例
の
立
場
で
あ
る
一
札
紬
飢
パ
郁
鰹
㈱
恥
械
吋
縦
僻
㍊
削
憧
肋
靴
鮭
噌
“
鮒
航
靴
眺
駅

作
と
し
て
の
頒
得
の
意
思
」
刑
法
研
究
第
三
巻
三
二
七
頁
以
下
、
同
『
刑
法
各
論
』
　
（
下
巻
）
五
八
三
頁
以
下
、
木
村
亀
二
『
刑
法
各
論
』
一
一
五
頁
、
尾
後
賛
荘
太
郎
「
窃
盗
罪
及
び
強
盗
罪
」
刑
事

汝
講
座
第
四
巻
八
五
一
頁
、
植
松
正
『
全
訂
刑
法
概
論
皿
各
論
』
三
六
四
頁
以
下
、
大
塚
仁
「
不
法
領
得
の
意
思
」
刑
法
講
座
第
⊥
八
巻
三
四
頁
以
下
、
中
義
勝
『
刑
法
各
論
』
二
二
五
頁
以
下
、
同
「
不

蛸
嫡
惰
舳
鱗
翔
仲
鵬
蛤
鵬
鮮
和
に
鰐
駈
肌
顛
醐
椰
燐
勤
醐
繍
ポ
凍
鰯
い
鮒
グ
れ
m
泌
瀬
齢
卸
梛
噸
競
肋
鵬
朴
鮒
帖
ひ
帆
触
鮒
パ
鞭
撤
ポ
醐
醐
ω
槻
脳
γ
）
。
　
窃
取
行
為
は
財
物
に
対
す
る

他
人
占
有
の
排
除
・
自
己
占
有
の
獲
得
を
以
て
足
る
の
で
あ
り
、
殴
棄
・
隠
匿
や
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
も
こ
の
よ
う
な
形
態
に
よ
っ
て

な
し
と
げ
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
通
説
・
判
例
は
、
不
法
領
得
の
意
思
を
窃
盗
罪
の
要
件
と
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
窃
盗
を
、
一
方
で
は
駿
棄
・
隠
匿
か
ら
、
他
面
に
お
い
て
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
か
ら
区
別
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

1
段
棄
・
隠
匿
と
の
区
別
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
が
－
右
の
立
場
に
お
い
て
は
、
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
罰

的
な
窃
盗
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
と
な
る
一
螂
魁
哨
闘
醐
瀦
舳
脈
醐
脇
沸
鮒
柱
湖
榊
峡
桝
馳
け
棚
狗
硝
ポ
砧
レ
枇
砧
ポ
脇
焔
癖
靴

讐
綱
㍍
涌
鰍
蝉
㌍
讐
船
声
弗
脈
憎
ほ
一
。

　
二
　
ま
ず
、
判
例
の
立
場
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
窃
盗
罪
の
成
立
に
は
不
法
頷
得
の
意
思
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、

そ
の
定
義
を
下
し
た
の
は
、
大
正
四
年
五
月
二
一
日
の
大
審
院
判
決
η
熾
一
一
ズ
輯
一
で
あ
る
一
眺
－
榊
舳
胴
鰍
λ
糺
ユ
駅
イ
肝
燗
醐
沽
杯
燃
棚
鵬
切
意
一
。

す
な
わ
ち
、
白
己
の
奉
職
す
る
小
学
校
長
に
敵
意
を
い
だ
く
被
告
人
が
、
同
校
長
が
保
管
す
る
重
要
物
件
を
紛
失
せ
し
め
て
同
校
長
の

責
に
任
ぜ
し
め
よ
う
と
図
り
、
同
校
の
所
蔵
す
る
教
育
勅
語
俗
本
等
三
点
を
勅
語
奉
置
所
か
ら
取
り
出
し
、
こ
れ
を
自
己
の
受
持
教
室

の
天
井
裏
に
隠
匿
し
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、
大
審
院
は
、
　
「
窃
盗
罪
ハ
不
法
二
領
得
ス
ル
意
思
ヲ
以
テ
他
人
ノ
事
実
上
ノ
支
配
ヲ

侵
シ
他
人
ノ
所
有
物
ヲ
自
己
ノ
支
配
内
二
移
ス
行
為
ナ
レ
ハ
（
大
正
三
年
六
月
十
日
宣
告
同
年
（
れ
）
第
一
一
〇
六
号
事
件
ノ
判
決
参

照
）
本
罪
ノ
成
立
二
必
要
ナ
ル
故
意
ア
リ
ト
ス
ル
ニ
ハ
法
定
ノ
犯
罪
構
成
要
件
タ
ル
事
実
二
付
キ
認
識
ア
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
セ
ス
不

法
二
物
ヲ
自
己
二
頒
得
ス
ル
意
思
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
而
シ
テ
所
謂
領
得
ノ
意
思
ト
ハ
権
利
者
ヲ
排
除
シ
テ
他
人
ノ
物
ヲ
白
己
ノ
所
有
物

ト
シ
テ
其
経
済
的
用
方
二
従
ヒ
之
ヲ
利
用
若
ク
ハ
処
分
ス
ル
ノ
意
思
二
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ
単
タ
物
ヲ
殴
壊
叉
ハ
隠
匿
ス
ル
意
思
ヲ
以
テ
他

人
ノ
支
配
内
二
存
ス
ル
物
ヲ
奪
取
ス
ル
行
為
ハ
頷
得
ノ
意
思
二
出
テ
サ
ル
ヲ
以
テ
窃
盗
罪
ヲ
構
成
セ
サ
ル
ヤ
疑
ヲ
容
レ
ス
」
と
判
示
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
定
義
の
う
ち
、
　
「
権
利
者
ヲ
排
除
シ
テ
」
と
い
う
部
分
は
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
窃
盗

の
主
観
的
要
件
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
段
の
「
其
経
済
的
用
方
二
従
ヒ
之
ヲ
利
用
若
ク
ハ
処
分
ス
ル
ノ
意
思
」
と
い
う
の
が
殴
棄

．
隠
匿
と
の
関
係
に
お
け
る
窃
盗
の
特
徴
を
現
わ
し
た
部
分
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
鮎
｝
倣
顯
沽
舳
納
舳
紅
鵜
イ
引
甜
ブ
㎝
順
醐
効
賊
一
。
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右
判
決
に
示
さ
れ
た
判
例
の
基
本
的
態
度
は
、
今
［
口
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
変
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
間
も
な
く
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
は
「
永
久
的
二
其
物
ノ
経
済
的
利
益
ヲ
保
持
ス
ル
ノ
意
思
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
」
と

判
示
し
た
大
正
五
年
一
月
一
七
日
の
判
決
（
鮒
哨
距
二
一
が
出
る
に
至
っ
て
、
前
掲
大
正
四
年
の
判
決
は
、
重
要
な
質
的
補
充
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
大
正
五
年
の
判
決
以
降
、
不
法
領
得
の
意
思
の
実
体
は
、
大
正
四
年
の
判
決
と
大
正
五
年
の
判
決
と
が
相
ま

っ
て
形
成
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
態
度
は
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
五
年
五
月
一
八

日
の
判
決
象
順
撒
柵
鵬
嫡
）
お
よ
び
本
件
の
判
決
が
引
用
し
て
い
る
昭
和
二
六
年
七
月
二
二
日
の
判
決
一
イ
嚥
ヨ
梢
臥
。
石
）
を
通
し
て
確
認
さ
れ

て
い
る
（
科
好
舳
徽
蝉
『
醐
㍉
瀬
轄
榔
ジ
柵
け
ポ
醐
帥
一
一
研
酔
㎜
刊
例
榊
解
鰍
↓
↓
桁
齢
ボ
鰍
舳
鮎
鮒
＾
帖
脇
㎜
熱
畑
切
補
気
」
辮
鯉
幣
一
＾
蝸
鮒
～
川
順
椛
恥
探
“
熾
航
帥
燃
閉
蛇

ら
な
い
事
例
」
続
判
例
百
選
（
第
二
賑
〕
一
四
八
頁
以
下
、
中
川
祐
夫
「
不
法
頓
得
の
意
瞳
－
犯
行
後
逃
走
の
た
め
小
舟
を
摺
ぎ
出
し
た
所
為
は
刑
法
二
三
五
条
の
財
物
の
窃
取
に
当
た
る
か
1
」

刑
法
の
判
例
二
一
二
頁
以
下
、
木
村
静
手
「
不
法
領
得
の
意
思
（
使
用
窃
盗
）
」
判
例
演
腎
刑
法
各
論
（
増
補
版
）
二
八
三
頁
以
下
、
大
谷
実
「
不
法
領
得
の
意
思
」
判
例
演
習
講
座
刑
法
皿
（
各
論
）
二

㎜
和
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
昭
和
二
六
年
の
判
決
は
、
－
先
に
本
件
の
判
旨
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
1
「
刑
法
上
宙
盗

罪
の
成
立
に
必
要
な
不
正
領
得
の
意
思
と
は
、
権
利
者
を
排
除
し
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
同
様
に
そ
の
経
済
的
用
方
に
従
い
こ

れ
を
利
用
し
又
は
処
分
す
る
意
思
を
い
う
の
で
あ
つ
て
、
永
久
的
に
そ
の
物
の
経
済
的
利
益
を
保
持
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と

し
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
他
方
、
使
用
窃
盗
に
関
す
る
判
例
と
し
て
は
、
ま
ず
、
本
件
の
判
決
も
引
用
し
て
い
る
大
正
九
年
二
月
四
日
の
大
審
院
判
決
一
鮒
書
鉄
一

を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
は
、
「
刑
法
二
百
三
十
五
条
ノ
窃
盗
罪
ノ
成
立
ニ
ハ
他
人
ノ
財
物
二
付
キ
不
正
領
得

ノ
意
思
ヲ
以
テ
其
所
持
ヲ
侵
シ
テ
之
ヲ
自
己
ノ
所
持
二
移
ス
コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル
カ
故
二
単
二
一
時
使
用
ノ
為
メ
ニ
之
ヲ
自
己
ノ
所
持

二
移
ス
カ
如
キ
ハ
窃
盗
罪
ヲ
構
成
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
原
判
決
ハ
…
…
自
転
車
ヲ
無
断
使
用
シ
其
一
部
ヲ
破
壊
シ
乗
捨
之
ヲ
窃
取
シ
ト
ア

リ
テ
…
…
第
一
審
ノ
如
ク
単
二
自
転
車
ヲ
窃
取
シ
ト
判
示
セ
ス
シ
テ
先
ツ
無
断
使
用
シ
ト
叙
述
シ
続
テ
其
一
部
ヲ
破
壊
シ
乗
捨
ト
掲
ケ

　
　
　
使
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タ
ル
ニ
徴
ス
レ
ハ
原
審
二
於
テ
ハ
被
告
カ
自
転
車
ヲ
無
断
二
使
用
シ
テ
自
己
ノ
所
持
二
入
レ
タ
ル
際
ニ
ハ
単
二
一
時
使
用
ノ
意
思
ア
ル

ニ
止
マ
リ
不
正
二
之
ヲ
領
得
ス
ル
意
思
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
難
ク
…
…
之
ト
異
ナ
リ
原
判
決
ハ
被
告
カ
当
初
ヨ
リ
無
断
使
用
ノ
末
之

ヲ
破
壊
シ
且
乗
捨
テ
ル
意
恩
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
趣
旨
ナ
リ
ト
セ
ハ
被
告
ハ
他
人
ノ
自
転
車
ヲ
一
時
使
用
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ス
シ

テ
終
局
的
二
被
害
者
ノ
所
持
ヲ
奪
ヒ
事
実
上
自
己
ノ
完
全
ナ
ル
支
配
二
移
シ
之
ヲ
使
用
処
分
シ
テ
臼
ラ
所
有
者
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル
意
恩
ア

ル
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
ク
即
チ
不
正
頷
得
ノ
意
思
ア
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
其
行
為
ハ
正
二
窃
盗
罪
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
の
要
点
が
、
他
人
の
物
を
自
己
の
所
持
に
移
す
際
に
単
に
一
時
使
用
の
意
思
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
窃
盗
罪
を
構

成
し
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
逆
に
当
初
よ
り
無
断
に
使
用
し

か
つ
乗
捨
て
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
不
法
領
得
の
意
思
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
一
航
肝
仁
郁
謝
閉
鵬
胴
董
ポ
搬
胎
判
）
。
こ
の
よ
う

な
基
準
に
よ
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
の
存
否
を
決
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
　
昭
和
二
六
年
二
一
月
二
七
日
の
東
京
高
裁
の
判
決

（
↓
硝
珊
弍
謙
ト
壁
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
っ
ぎ
に
、
前
掲
の
昭
和
二
六
年
七
月
二
二
日
の
最
高
裁
判
決
は
、
前
掲
引
用
箇
所
に
続
い
て
、
　
「
被
告
人
等
が
対
岸
に
該
船
を
乗
り

捨
て
る
意
思
で
前
記
肥
料
船
に
対
す
る
柴
田
国
松
の
所
持
を
奪
つ
た
以
上
、
一
時
的
に
も
該
船
の
権
利
者
を
排
除
し
終
局
的
に
自
ら
該

船
に
対
す
る
完
全
な
支
配
を
取
得
し
て
所
有
者
と
同
様
の
実
を
挙
げ
る
意
思
即
ち
右
に
い
わ
ゆ
る
不
正
領
得
の
意
思
が
な
か
つ
た
と
い

う
訳
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
　
「
乗
り
捨
て
の
意
思
」
を
極
め
て
重
視
し
、
物
の
一
時
使
用
に
つ
い
て
も
、
当

該
行
為
が
「
乗
り
捨
て
の
意
思
」
で
な
さ
れ
た
（
す
な
わ
ち
「
返
遺
の
意
思
」
．
が
な
か
っ
た
）
以
上
、
そ
こ
に
は
「
一
時
的
に
も
」
権
利
者

を
排
除
し
終
局
的
に
目
的
物
に
対
す
る
完
全
な
支
配
を
取
得
し
て
所
有
者
と
同
様
の
実
を
挙
げ
る
意
思
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ

の
場
合
に
は
不
法
頒
得
の
意
思
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
思
考
方
式
を
明
瞭
に
示
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
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て
、
　
右
の
判
決
を
可
罰
的
窃
盗
と
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
と
の
限
界
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

一
帥
川
か
舖
鵬
二
一
。
ま
た
、
こ
の
判
決
で
は
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
に
つ
い
て
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
さ
ら
に
、
こ
の
判
決
が
不
法
領
得
の
意
思
の
存
否
の
判
断
に
際
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
使
用
の
仕
方
が
な
さ
れ
た
か
を

問
題
に
し
て
い
る
こ
と
一
珊
冴
プ
沖
嫡
鵬
始
蝋
舳
鯛
雌
哨
鳶
忙
砿
頼
ポ
サ
或
ヰ
順
貼
錦
榊
一
も
、
重
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
　
「
返
還
す
る
意
思
」
が
あ
る
場
合
に
っ
い
て
は
、
判
例
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

昭
和
四
三
年
九
月
一
七
日
の
最
高
裁
の
決
定
（
酬
瑚
鵬
璃
駈
三
）
は
「
（
被
告
人
石
は
、
所
論
各
自
動
車
を
、
窃
盗
晶
の
運
搬
に
使
用
し
た

り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
目
的
を
も
っ
て
、
相
当
長
時
間
に
わ
た
っ
て
乗
り
廻
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
、
無
断
使
用
し
た
後

に
、
　
こ
れ
を
元
の
位
置
に
戻
し
て
お
い
た
と
し
て
も
、
被
告
人
ら
に
不
正
領
得
の
意
思
を
肯
認
で
き
る
と
し
た
原
判
決
は
相
当
で
あ

る
。
）
」
と
判
示
し
、
返
還
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
に
は
不
法
領
得
の
意
恩
が
な
い
と
す
る
ほ
か
は
な
い
、
と
い
う
単
純
な
思
考
を
否

定
し
て
、
そ
の
場
合
に
も
、
鮭
物
運
搬
に
使
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
目
的
で
長
時
間
乗
り
廻
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

不
法
領
得
の
意
恩
は
肯
認
さ
れ
得
る
、
と
し
た
（
榊
㈱
糊
↓
苓
鰍
鮎
軋
肌
↓
ポ
舗
製
秣
鮎
徽
鵬
餉
肝
哨
腋
鯛
牝
恢
酊
醐
鳩
約
蠣
一
ナ
↓
コ
爵
脇
t
毎
蝸
杵
拒
イ
碩
削
師
ポ
）

馳
幡
。
H
刑
舶
働
糠
肋
一
（
鵜
坤
鯛
㍗
ブ
聡
醐
醐
舳
遁
。
そ
こ
で
、
こ
の
判
例
は
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
に
つ
い
て
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
と
と

も
に
、
　
「
行
為
者
の
不
正
に
利
用
す
る
意
思
」
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
理
解
の
仕
方
も
な
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
他
、
　
「
返
還
の
意

思
」
が
あ
っ
た
場
合
に
も
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
高
裁
の
判
例
と
し
て
は
、
右
の
決
定
よ
り
以
前
に
、
昭
和
三
一
二
年
三
月
四
日
の
菓

京
高
裁
判
決
（
コ
轡
仁
賭
）
や
昭
和
…
二
年
四
月
二
日
の
東
京
高
裁
判
決
一
繍
醜
踊
鳩
捕
耽
一
が
存
在
し
た
。

　
三
　
つ
づ
い
て
学
説
の
状
況
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
す
る
。
不
法
領
得
の
意
思
と
使
用
窃
盗
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
学
説
は
大
き
く
三
つ

に
分
類
さ
れ
得
る
。
第
一
説
は
、
最
も
厳
格
な
立
場
で
あ
り
、
不
法
領
得
の
意
思
を
、
権
利
者
を
排
除
し
て
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有

　
　
　
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思
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物
と
し
て
そ
の
経
済
的
用
法
に
従
い
利
用
・
処
分
す
る
意
思
と
解
す
る
の
で
あ
っ
て
、
判
例
の
基
本
的
態
度
と
同
じ
で
あ
る
一
倣
闘
嫌
繍
㌔

臥
止
瀧
ポ
行
畑
』
頒
ポ
輔
釧
噌
ぷ
㌔
翻
哨
賂
瑞
昨
ポ
仁
む
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
直
ち
に
返
還
す
る
意
思
で
の
単
な
る
一
時
使
用
に
は
不
法
領
得
の
意

思
が
な
く
、
窃
盗
罪
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
滝
川
博
士
は
「
一
時
使
用
の
意
思
は
領
得
意
思
で
は
な
い
か
ら
、
窃
盗
罪

在
構
成
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
一
哨
川
二
或
恥
二
一
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
説
は
、
判
例
の
要
件
を
少
し
ゆ
る
め
て
、
　
「
権
利
者
を
排
除
し
て
所
有
権
の
内
容
を
行
使
す
る
こ
と
」
一
紳
哨
浦
絆
湖
肌
叩
弍
璃
摘
酩
）
も

し
く
は
「
そ
の
財
物
に
つ
き
み
ず
か
ら
所
有
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
意
思
」
一
甑
鶴
纐
叶
貼
珊
醗
醐
）
を
も
っ
て
不
法
頷
得
の
意
思
の
実
質
で
あ

る
と
し
、
物
の
経
済
的
用
法
に
従
っ
た
利
用
・
処
分
と
い
う
こ
と
は
要
求
し
な
い
一
理
刑
鯉
碑
鮎
㍉
ユ
一
一
楠
則
）
。
こ
の
立
場
か
ら
も
、
使
用

窃
盗
の
場
合
は
原
則
と
し
て
、
不
法
領
得
の
意
思
が
な
く
、
不
可
罰
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
小
野
博
士
は
「
そ
の
権
利
者
の

排
除
は
必
ず
し
も
永
続
的
な
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
故
に
、
た
と
へ
一
時
的
に
で
も
完
全
に
権
利
者
を
排
斥
し
て
自
己
の
所
有
物

で
あ
る
か
の
如
く
振
舞
は
う
と
す
る
の
は
、
即
ち
不
法
頷
得
の
意
思
で
あ
る
。
謂
は
ゆ
る
『
使
用
窃
盗
」
と
し
て
罪
と
な
ら
な
い
の
は
、

権
利
者
を
完
全
に
排
除
し
な
い
場
合
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
」
一
甘
〃
．
一
一
㍊
r
三
一
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
で
は
小
野
博

士
は
実
質
的
に
は
使
用
窃
盗
が
窃
盗
罪
に
な
る
こ
と
を
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
る
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
も
解
さ

れ
て
い
る
一
雌
鰍
閉
球
↓
鮒
雛
む
。
ま
た
、
小
野
博
土
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
先
に
概
観
し
た
判
例
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ

る
一
瑚
イ
貼
搬
刷
法
一
。
こ
れ
に
対
し
て
、
団
藤
博
士
は
、
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
は
、
財
物
の
物
質
お
よ
び
そ
の
価
値
の
双
方
に
着
目
す

べ
き
で
あ
つ
て
、
使
用
窃
盗
の
場
合
も
、
「
価
値
を
消
費
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
領
得
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
、
か
よ
う
な

ば
あ
い
に
は
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
自
動
車
の
長
時
間
の
無
断
借
用
の
場
合
を
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
胴
瑚
叶
師
掲
）
。
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第
三
説
は
、
　
「
権
利
者
の
排
除
」
の
観
点
を
取
り
除
き
、
他
人
の
物
に
お
い
て
何
ら
か
の
経
済
的
利
益
を
取
得
す
る
意
思
を
不
法
領

得
の
意
思
と
考
え
る
く
碑
ぷ
㎞
蝪
吟
甜
獺
ガ
航
球
載
閉
L
醐
雌
林
甘
戸
仁
醐
榊
｝
ガ
に
牝
｝
獺
舳
コ
哨
㎝
伽
醐
醐
＆
し
）
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
使
用
窃
盗
も
原

則
と
し
て
窃
盗
罪
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
江
家
博
士
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
　
「
頒
得
の
意
思
を
経
済
的
利
得
の
意
思
と
解
し
、
使
用

窃
盗
に
お
い
て
は
一
時
的
に
も
せ
よ
他
人
の
物
を
使
用
し
て
利
得
す
る
意
思
が
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
一
｝
μ
㎞
掲
一
と
説
か
れ
て
い
る
a
洲
帥
桝
悩
柵
ポ
松
ザ
湘
脳
帆
熾
械
い
W
鵬
雌
阯
鰯
脇
↓
阯
柵
鰍
刷
阯
…
酌
閑
び
吋
納
禰
嫡
札
ナ
胴
h
脈
物
鯛
鵬

　
四
　
以
上
で
、
判
例
お
よ
び
学
説
の
状
況
を
概
観
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
て
本
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
本
件
の
事
案
は
、
　
「
占
有
の
侵
奪
」
の
点
に
つ
い
て
も
、
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め

検
討
し
て
お
く
。
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
「
占
有
の
侵
奪
」
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
組
合
員
ら
が
、
ス
ト
突
入

後
、
会
社
構
内
に
あ
つ
た
本
件
自
動
車
等
が
会
社
側
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
会
社
側
で
は
こ
れ
ら

の
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
「
こ
れ
ら
自
動
車
は
会
社
の
支
配
力
が
直
接

及
び
う
る
大
阪
支
店
構
内
に
あ
つ
た
こ
と
、
お
よ
び
会
社
は
、
組
合
の
ス
ト
突
入
と
同
時
に
こ
れ
ら
白
動
車
の
キ
ー
と
車
体
検
査
証
を

で
き
る
限
り
回
収
す
る
な
ど
し
て
そ
の
保
管
に
努
力
し
、
か
つ
、
十
分
で
は
な
か
つ
た
に
し
て
も
組
合
側
に
持
ち
出
さ
れ
な
い
よ
う
監

視
し
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
自
動
車
に
対
す
る
占
有
の
意
思
を
放
棄
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
徴
す
る
と
、
会
社
が
大
阪
支
店
構
内
に

お
い
て
本
件
自
動
車
を
占
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
被
告
人
甲
ら
が
会
社
の
意
思
に
反
し
て
大
阪
支
店
構
内
か
ら
本
件
自

動
車
を
乗
り
出
し
運
行
し
た
こ
と
は
、
会
杜
の
本
件
自
動
車
に
対
す
る
占
有
を
侵
害
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。
本
件
自
動
車
が
、
本
判
決
の
い
う
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
限
り
、
会
社
の
占
有
は
明
白
で
あ
り
、
本
判
決
が
被
告
人
ら
の
乗
り
出

　
　
　
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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し
運
行
を
「
占
有
の
侵
奪
」
と
解
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
本
判
決
は
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
前
掲
昭
和
二
六
年
七
月
二
二
臼
の
最
高
裁
判
決
に
従
っ
て
、
　
「
お
よ
そ

窃
盗
罪
の
成
立
に
必
要
な
不
法
領
得
の
意
思
と
は
、
権
利
者
を
排
除
し
他
人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
同
様
に
そ
の
経
済
的
用
法
に
従

い
こ
れ
を
利
用
し
ま
た
は
処
分
す
る
意
思
を
い
い
、
永
久
的
に
そ
の
物
の
経
済
的
利
益
を
保
持
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な

い
」
と
し
、
ま
た
使
用
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
前
掲
大
正
九
年
二
月
四
目
の
大
審
院
判
決
に
従
っ
て
、
　
「
単
に
一
時
使
用
の
た
め
他
人
の

物
を
自
己
の
所
持
に
移
す
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
不
法
領
得
の
意
思
を
欠
き
い
わ
ゆ
る
使
用
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
」
と
し
て
、
判
旨
全

体
の
前
提
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
忠
実
に
従
来
の
判
例
に
従
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
す
る
必
要
も

な
い
。
つ
づ
い
て
、
本
判
決
は
「
使
用
窃
盗
が
不
可
罰
と
さ
れ
る
の
は
、
使
用
後
返
還
の
意
思
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
使
用
が
一
時
的

で
あ
つ
て
所
有
権
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
本
権
の
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
に
よ
ら
な
い
場
合
に
限
り
、
不
法
領
得
の
意
思
が

な
い
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
従
来
よ
り
判
例
は
、
使
用
窃
盗
が
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
理

由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
権
利
者
ヲ
排
除
」
し
な
い
こ
と
に
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
権
利
者
を
排
除
し
な
い
こ
と

が
窃
盗
罪
の
成
立
を
阻
却
せ
し
め
る
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
説
く
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
は
な
か
つ
た
と
い
え
る
（
オ
哨
0
1
1
前
璃

和
ト
頁
）
。
小
野
博
士
は
こ
れ
を
窃
盗
罪
の
被
害
法
益
が
所
有
権
そ
の
他
の
本
権
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
一
ゴ
ゴ
節
掲
）
、

本
判
決
も
、
小
野
博
士
と
同
様
に
、
右
の
理
由
を
、
財
産
犯
罪
の
保
護
法
益
に
関
し
て
の
「
本
権
説
」
の
立
場
か
ら
考
え
て
い
る
よ
う

に
解
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
本
判
決
は
、
従
来
の
判
例
と
し
て
は
、
前
掲
昭
和
二
六
年
七
月
二
二
日
の
判
決
の
、
そ
し
て
学

説
と
し
て
は
、
前
述
の
小
野
博
士
の
見
解
の
影
響
を
強
く
受
け
つ
つ
、
本
件
の
所
為
が
不
法
領
得
の
意
思
を
欠
く
不
可
罰
の
使
用
窃
盗

か
否
か
は
、
ま
さ
に
、
そ
れ
が
「
所
有
権
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
本
権
の
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
に
よ
ら
な
い
場
合
」
で
あ
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る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
掛
か
っ
て
い
る
と
判
断
し
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
。
判
旨
の
こ
の
部
分
が
本
判
決
の
中
心
で
あ
る
。
使
用
窃
盗

と
の
関
係
で
、
判
例
に
は
、
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
重
点
を
「
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
」
か
ら
「
行
為
者
の
不

正
に
利
用
す
る
意
思
」
に
移
し
て
き
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
印
功
二
議
払
噺
版
一
を
考
慮
す
る
と
、
そ

の
点
に
お
い
て
、
本
判
決
は
あ
く
ま
で
も
当
初
よ
り
の
判
例
の
基
本
的
態
度
に
忠
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
右
の
論
点
に
つ
き
、
本
判
決
は
、
一
般
論
と
し
て
は
、
自
動
車
な
ど
の
使
用
窃
盗
に
つ
い
て
は
「
短
時
間
、
短
距
離
の
使
用
に
限
つ

て
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
が
な
い
と
さ
れ
、
長
時
間
、
長
距
離
の
使
用
は
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
」
こ

と
を
承
認
す
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
右
の
一
般
論
を
承
認
し
た
と
し
て
も
、
本
件
の
場
合
の
よ
う
に
乗
物
の
使
用
者
が
権
利
者
お

よ
び
乗
物
と
の
問
に
特
別
の
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
単
に
、
使
用
時
間
、
走
行
距
離
の
長
短
だ
け
で
問
題
を
処
理
す
る
の
で
は
な

く
、
右
の
よ
う
な
特
別
の
関
係
お
よ
び
そ
れ
と
当
該
使
用
と
の
関
連
性
な
ど
を
も
考
慮
し
た
う
え
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

し
て
、
「
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
」
に
よ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
「
実
質
的
」
判
断
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

　
右
の
見
地
に
立
っ
て
、
本
判
決
は
、
大
阪
か
ら
東
京
ま
で
（
し
か
も
往
復
）
と
い
う
長
時
間
、
長
距
離
の
使
用
の
場
合
に
も
、
ω
被

告
人
ら
は
会
杜
の
従
業
員
で
運
転
手
な
ど
で
あ
り
、
組
合
は
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、
ω
会
社
側
は
ス
ト
の
為
自
動
車
を
運
行
さ
せ

る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
つ
た
こ
と
、
⑬
そ
の
使
用
目
的
は
組
合
の
指
令
に
よ
り
親
会
社
に
赴
い
て
賃
上
げ
要
求
を
す

る
に
あ
た
っ
て
の
示
威
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
こ
と
、
ω
運
行
区
間
は
日
頃
の
踏
線
内
で
あ
つ
て
、
行
先
き
は
東
京
の
親
会
社

で
あ
っ
た
こ
と
、
㈲
組
合
は
あ
ら
か
じ
め
こ
の
乗
り
出
し
運
行
の
旨
を
会
杜
に
通
告
し
て
い
た
こ
と
、
㈹
途
中
で
運
行
を
中
止
し
て
静

岡
支
店
の
構
内
に
乗
り
入
れ
て
留
め
置
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
間
も
な
く
会
杜
側
に
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
と
い
う
事
情
を

考
慮
す
れ
ば
、
被
告
人
ら
の
行
為
は
「
い
ま
だ
会
杜
の
所
有
権
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ

　
　
　
使
用
窃
盗
と
不
法
頒
得
の
意
思
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な
い
」
と
判
示
し
、
不
法
領
得
の
意
思
の
存
在
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
さ
て
、
使
用
窃
盗
と
は
「
目
的
物
を
単
に
一
時
使
用
す
る
だ
け
で
不
法
領
得
の
意
思
の
な
い
占
有
の
侵
奪
」
轟
撒
－
一
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
粛
鵬
雌
醐
刑
）
。
従
っ
て
、
　
「
一
時
使
用
」
と
い
う
要
素
、
す
な
わ
ち
乗
物
の
無
断
使
用
の
場
合
に
は
、
使
用
時
間
、
走
行
距
離

と
い
う
要
素
が
、
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

判
例
も
、
前
掲
昭
和
四
三
年
九
月
一
七
日
の
最
高
裁
決
定
に
お
い
て
、
相
当
長
時
問
に
わ
た
っ
て
乗
り
廻
し
て
い
た
こ
と
を
一
つ
の
理

由
と
し
て
、
不
可
罰
の
使
用
窃
盗
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
し
、
前
掲
昭
和
三
三
年
三
月
四
H
口
の
東
京
高
裁
判
決
は
、
一
八
時
問

に
わ
た
っ
て
の
無
断
使
用
を
窃
盗
罪
に
問
う
て
い
る
。
長
時
問
、
長
距
離
の
無
断
使
用
は
、
す
で
に
そ
れ
だ
け
で
不
可
罰
の
使
用
窃
盗

の
域
を
逸
脱
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
の
事
案
は
、
明
ら
か
に
価
値
の
消
費
を
伴
う
形
態
の
も
の
で
あ
り
、
前

述
の
、
価
値
を
消
費
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
領
得
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
す
る
団
藤
博
士
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
見
地
か
ら
窃
盗
罪
の

成
立
が
肯
定
さ
れ
る
事
例
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
般
的
に
長
時
間
、
長
距
離
に
わ
た
る
自
動
車
の
無
断
使
用
は
権
利

者
を
排
除
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
判
決
白
身
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

羅
煤
鰯
餓
㎜
噌
蟹
蛙
綴
鮎
帥
段
蛯
絆
滋
珊
ぷ
㌫
㌍
蘇
綻
縦
舳
帖
帳
肌
災
然
祭
㌶
洲
壮
帥
デ
烈
㌻
一
映
婁
臥
ほ
ザ

沸
肋
一
。
　
そ
こ
で
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
事
例
に
比
較
す
れ
ば
、
桁
違
い
に
長
時
問
、
長
距
離
の
本
件
の
事
案
に
お
い
て
、
上
記
の

ω
～
㈹
の
よ
う
な
事
情
が
、
不
法
領
得
の
意
思
の
存
在
を
否
定
す
る
十
分
な
理
由
と
な
り
得
る
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
ω
の
事
由
に
つ
い
て
。
こ
の
事
由
と
の
関
係
で
、
本
判
決
は
被
告
人
ら
が
平
常
は
権
利
者
か
ら
業
務
を
行
う
た
め
自
動
車
の
占

有
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
本
件

乗
り
出
し
運
行
時
に
は
、
会
杜
が
自
動
車
を
占
有
し
て
お
り
、
組
合
側
の
持
ち
出
し
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
平
常
時
に
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は
被
告
人
ら
に
自
動
車
の
占
有
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
に
、
不
法
頷
得
の
意
思
と
の
関
係
で
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の

か
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
ω
の
事
由
を
一
般
化
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
一
つ
に
は
、
返
還
の
意
思
を
推
認
し
得
る
場
合
が
多
い
と

い
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
件
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
推
認
に
頼
ら
な
く
と
も
、
明
ら
か
に
返
還
の
意

思
の
あ
る
場
合
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
権
利
者
の
推
定
的
同
意
が
推
認
さ
れ
得
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
は
不
法
領
得
の

意
思
と
は
次
元
を
異
に
す
る
し
、
本
件
の
場
合
に
は
、
会
社
は
乗
り
出
し
運
行
を
拒
絶
し
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
、
右
の
事
由
が
不
法

領
得
の
意
思
の
存
在
を
否
定
す
る
理
由
と
な
る
根
拠
は
考
え
ら
れ
な
い
一
枇
齢
糺
ポ
雌
昂
哩
砧
醐
搬
旅
旺
肚
躰
軸
釧
だ
ト
い
洲
洲
鵬
備
転
駈
↑
器
芒
た
鯛
㍑
ゴ
峨
碓
ユ
。

ま
た
、
組
合
が
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
点
も
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
否
に
影
響
を
与
え
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
つ
ぎ
に
②
の
事
由
に
つ
い
て
。
こ
の
事
由
は
、
権
利
者
の
使
用
を
妨
げ
る
意
思
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
通
ず
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
意
思
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
権
利
者
を
完
全
に
排
除
す
る
意
思
の
否
定
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
本
件
は
明
ら

か
に
権
利
者
の
意
恩
を
無
視
し
て
の
無
断
使
用
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ト
中
と
い
え
ど
も
、
権
利
者
の
利
用
可
能
性
が
全
く
な
か
っ
た
訳

で
も
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
③
の
事
由
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
使
用
目
的
が
正
当
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賠
物
運
搬
の
た
め
の
使

用
に
っ
い
て
、
そ
れ
を
理
由
に
不
法
領
得
の
意
思
を
認
め
た
判
例
は
あ
る
一
姉
鵬
蝸
帆
望
砺
航
朋
一
一
砧
舳
勅
態
舳
織
搬
縦
お
一
。
し
か
し
、
そ
う
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
逆
に
使
用
目
的
の
正
当
性
が
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
右
の

判
例
に
対
し
て
は
、
犯
行
目
的
に
利
用
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
法
領
得
の
意
思
を
肯
定
し
た
の
は
理
論
的
に
正
当
で
な
い
と
い

う
批
判
も
出
さ
れ
て
い
る
（
鮪
瑚
碓
醐
刑
一
。
と
に
か
く
、
使
用
目
的
に
か
か
ず
ら
う
こ
と
は
理
論
的
に
疑
問
で
あ
る
。
ω
の
事
由
に
つ
い

て
。
こ
れ
も
ま
た
、
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
在
と
ど
の
よ
う
な
意
味
で
関
係
す
る
の
か
、
理
解
が
困
難
で
あ
る
。
日
の
事
由
に
つ
い
て
。

組
合
の
通
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
杜
側
は
、
そ
の
場
で
こ
れ
を
拒
絶
し
、
許
可
な
く
無
断
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
警
告
し
て
い

　
　
　
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
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た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
は
、
あ
く
ま
で
も
所
有
者
の
意
に
反
す
る
使
用
で
あ
り
、
組
合
の
通
告
そ
れ
自
体
が
権
利
者
を
排
除
す
る
意

思
の
存
否
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
は
理
解
し
が
た
い
。
最
後
に
㈹
の
事
由
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、
事
後
的
事
由
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
は
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
昭
和
二
六
年
七
月
二
二
日
の
最
高
裁
判
決
の
事
案
は
、
被
告
人
両
名
が
追

跡
者
の
眼
前
に
お
い
て
僅
か
数
秒
の
時
間
船
を
操
っ
て
そ
の
位
置
を
若
干
移
動
さ
せ
た
に
づ
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
不
法

頷
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
が
掲
げ
た
ω
～
㈹
の
諸
事
由
は
そ
れ
ら
を
別
個
に
切
り
離
し
て
検
討
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
単
独
で
は

不
法
領
得
の
意
思
の
存
在
を
否
定
す
る
た
め
の
十
分
な
理
由
と
は
な
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
決
は
、

右
の
よ
う
な
諸
事
由
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
、
長
時
間
、
長
距
離
に
わ
た
る
白
動
車
の
無
断
使
用
に
つ
い
て
も
、
不
法
領
得
の
意
思
の

存
在
の
否
定
に
ま
で
通
じ
る
と
す
る
。
従
っ
て
本
判
決
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

長
時
間
、
長
距
離
に
わ
た
る
自
動
車
の
無
権
限
使
用
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
使
用
者
が
権
利
者
お
よ
び
そ
の
自
動
車
と
の
間
に
特
別
の
関

、
、
、
、
、
　
“
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
、
　
、
、
、
、
、
、
　
、
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
“
、
　
、
、
　
、
、
　
、
、
　
、
、
、
、
、
　
、
　
、

係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
を
と
り
ま
く
種
々
の
具
体
的
事
情
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
の
存
在
が
否

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

定
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
法
領
得
の
意
思
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

本
判
決
が
、
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
き
、
ま
た
使
用
窃
盗
に
つ
き
、
そ
の
基
本
的
法
理
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
の
判
例
理
論
に
忠
実

に
従
い
つ
つ
、
右
の
帰
結
を
導
び
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
本
判
決
を
判
例
研
究
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
意
義
が
存

在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
本
判
決
が
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
否
の
判
断
に
つ
い
て
新
た
な
興
味
あ
る
事
例
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
の
判
旨
を
、
特
に
「
権
利
者
を
排
除
す
る
意
思
」
の
存
在
を
否
定
す
る
た
め
の
種
々
の
事
由
を
抽

象
的
に
一
般
化
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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五
　
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
判
決
が
掲
げ
た
種
々
の
事
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
に
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
で
は
、
本
件
は

む
し
ろ
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
事
案
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
な
る
と
（
原
審
は
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
が
）
決
し
て
そ
う
は
言
え
な
い
。

窃
盗
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
と
い
う
結
論
は
、
ま
さ
に
正
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
の
事
案
を
不
法
頒
得
の
意
思
の
問
題
と
し
て

捉
え
た
場
合
に
、
ど
う
し
て
も
払
拭
し
き
れ
な
い
疑
問
が
残
る
の
は
何
故
か
を
考
え
る
と
、
本
件
の
行
為
が
労
働
争
議
に
か
ら
む
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
突
き
当
た
る
。
先
に
検
討
し
た
山
～
㈹
の
種
々
の
事
由
も
、
そ
の
多
く
は
、
本
件
の
行
為
が
労
働
争
議
行
為

の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
右
の
よ
う
な
性
格
の
行
為
に
つ
い
て
の
正
当
性
な

い
し
社
会
的
相
当
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
の
諸
事
情
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ

の
場
合
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
ま
ず
労
働
争
議
に
か
ら
む
本
件
の
よ
う
な
行
為
に
刑
事
責
任
を
問
う
の
は
適
当
で
な
い
と
い
う
判
断

が
先
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
そ
の
理
由
づ
け
に
当
っ
て
は
、
刑
法
第
三
五
条
の
正
当
行
為
な
い
し
社
会
的
相
当
行
為
の
問
題
と

し
て
解
決
を
は
か
ら
ず
、
不
法
領
得
の
意
思
の
問
題
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
、
こ
の
不
法
領
得
の
意
思
の
存
否
の
判
断

に
ユ
ニ
ー
ク
な
観
点
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。
こ
の
推
論
が
可
能
で
あ
る
な
ら
、
本
判
決
も
、
こ

の
よ
う
な
事
案
の
処
理
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
別
個
の
観
点
か
ら
そ
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
の
こ
れ

以
上
の
詮
索
は
控
え
て
お
く
。

　
六
　
た
と
え
刑
法
第
三
五
条
の
正
当
化
事
由
の
問
題
と
し
て
吟
味
す
べ
き
事
由
が
不
法
頷
得
の
意
思
の
存
否
の
問
題
に
持
ち
込
ま
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
論
的
、
体
系
的
不
明
確
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
先
の
昭
和
二
六
年
七
月
二
一
百
の
最
高
裁
判
決
以
後
、

実
際
に
は
、
一
時
使
用
を
窃
盗
罪
と
認
め
る
事
例
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況
の
下
で
、
本
判
決
が
出
た
こ

と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
本
判
決
は
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思

　
　
　
使
用
窃
盗
と
不
法
頷
得
の
意
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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」
の
間
題
に
関
し
て
の
興
味
あ
る
理
論
構
成
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
判
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（
一
九
七
六
年
九
月
三
〇
日
脱
稿
）
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